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一
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
會
議
に
就
て
　
　
　
　
　
憩
　
谷
　
宥
　
英
　
氏

　
一
、
宗
敏
の
本
質
的
要
素
と
し
て
の
供
犠
槻
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
赤
松
智
城
氏

　
赤
松
丈
學
士
は
先
づ
’
如
何
な
る
意
義
に
て
供
犠
…
の
槻
念
が
心
孫
教
の
本
質
的

要
素
な
る
か
と
い
ふ
こ
と
よ
り
説
き
起
し
、
供
犠
な
け
れ
ば
宗
敏
上
の
儀
禮

は
完
成
せ
ざ
る
も
の
と
し
、
　
次
に
そ
の
性
質
、
趨
原
、
　
一
般
的
形
式
及
び
種

類
に
就
て
引
詮
設
明
せ
ら
れ
、
最
後
に
撃
。
胃
漆
o
o
o
h
Ω
o
議
・
に
至
り
て
供
犠

は
そ
の
究
党
の
境
に
撰
す
る
電
の
な
り
と
蓮
べ
ら
れ
た
り
。

　
二
言
者
松
本
、
波
多
野
雨
教
授
、
ロ
野
講
師
、
學
士
學
生
二
＋
名
、

印
度
哲
撃
譲
書
始

三
月
二
十
三
日
午
後
一
時
よ
1
7
印
度
哲
學
研
究
室
に
於
て
開
催
、

　
一
、
績
糠
外
心
の
學
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
・
　
田
　
交
　
學
　
士

　
鵠
悶
蝕
養
く
2
こ
農
叩
肖
ぐ
⇒
伽
鑓
。
り
、
敵
”
岬
。
慶
雲
重
量
げ
診
を
中
心
と
し
て
随
度
快
樂
主
義
の

代
蓑
軸
心
・
派
た
る
順
世
外
道
の
論
理
的
主
張
と
そ
の
田
黛
想
の
紹
介
”
。

雑

（
（
（
…
一
≦

新
著
紹
介

現
代
銀
翼
人
の
儒
御

交
三
士
飯
沼
龍
遽
著

　
回
顧
す
れ
は
ス
タ
ー
パ
ッ
ク
…
教
授
が
興
「
宗
教
心
理
學
」
を
公
け
に
せ
ら

れ
て
か
ら
、
既
に
驚
年
の
歳
霜
を
経
過
し
た
。
今
氏
の
影
響
の
下
に
極
東
の

地
に
英
俊
の
好
誼
を
産
諾
す
る
を
見
て
其
響
澄
す
る
と
こ
ろ
の
願
る
大
な
る

を
感
ぜ
す
に
は
居
ら
れ
な
い
。
有
醗
に
は
余
は
ス
氏
の
彼
の
著
の
學
衝
的
債

麓
に
づ
き
て
は
今
樹
疑
問
の
裡
に
彷
沸
す
る
者
で
あ
る
。
又
粟
著
が
所
謂
世

界
的
名
器
を
克
ち
得
た
に
つ
き
て
は
其
研
究
を
鍔
写
せ
ら
れ
た
ス
タ
ン
レ
警

ホ
ー
ル
、
。
ジ
ヨ
ル
ダ
ン
爾
教
授
及
び
罵
行
本
と
し
て
田
す
に
富
っ
て
極
め
て

同
情
あ
る
紹
介
の
勢
を
と
ら
れ
た
ゼ
ー
ム
ス
教
授
等
の
威
望
に
負
ふ
と
こ
ろ

多
き
と
、
叉
一
は
田
翁
が
「
現
代
學
術
叢
書
」
の
一
と
し
て
獲
表
せ
ら
た
こ

と
、
の
二
つ
の
事
惜
…
が
其
貞
身
の
あ
る
が
ま
Σ
の
櫃
値
を
＝
麿
高
む
る
の
臼

と
な
っ
た
の
は
、
疑
を
容
る
Σ
像
地
の
な
い
事
賓
で
あ
る
と
信
ず
る
、
此
購

の
余
が
曲
解
で
な
い
こ
と
は
氏
が
彼
の
著
を
公
け
に
す
る
と
聞
も
な
く
幾
多

の
非
難
抗
論
が
起
り
、
二
三
詑
載
の
研
究
に
殆
ん
と
稀
に
見
る
奇
掘
を
呈
し

た
、
　
甚
し
き
論
難
の
中
に
は
ス
氏
の
純
正
な
る
霧
槻
的
養
料
共
者
す
ら
實
は

殻
意
の
作
欝
に
過
ぎ
な
い
と
爵
つ
た
も
の
が
あ
る
程
で
あ
る
。
荷
し
て
此
非

難
紛
働
の
た
め
で
も
あ
る
ま
い
け
れ
ど
も
泰
西
賭
國
に
於
て
も
濁
逸
西
南
學

派
の
一
部
（
入
に
は
奇
異
に
惑
ず
る
で
あ
ろ
う
が
、
賀
は
ス
氏
は
ゼ
ー
ム
ス

教
擾
の
門
一
生
で
、
叉
ゼ
事
ム
ス
教
授
の
「
心
ホ
敏
紹
…
駿
の
諸
粗
」
　
に
は
鷹
ス
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
証
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‘
哲
　
墨
　
研
　
究
　
　
第
二
十
大
鞍

が
引
か
れ
て
居
る
）
、
　
と
米
園
の
ス
タ
ン
レ
7
、
ホ
ー
ル
氏
の
統
摩
の
下
に

あ
る
「
米
國
宗
教
心
理
學
雑
誌
」
を
巾
心
と
せ
る
入
々
の
外
は
眞
に
ス
氏
の

後
薬
を
保
持
し
て
居
る
者
は
見
當
ら
な
い
搬
で
あ
る
。
尤
も
ス
氏
と
阿
時
頃

に
纈
似
の
研
究
を
し
た
、
　
ジ
ュ
ー
バ
氏
及
コ
ー
、
ス
ツ
ラ
ツ
ト
ン
漁
民
著
の

良
著
は
猛
暑
の
有
力
な
産
物
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
竜
是
等
の
諸
氏
は
寧
ろ
直
接

に
ゼ
馨
ム
ス
、
ホ
ー
ル
二
氏
の
影
響
に
依
る
と
見
る
幽
き
で
あ
っ
て
、
ス
氏
の

行
方
と
は
聯
か
異
な
る
も
の
が
あ
る
。
特
に
著
し
き
黙
を
暴
ぐ
れ
爾
絵
の
諸

氏
は
｝
暦
冑
面
的
極
製
を
持
っ
て
居
る
。
　
叉
現
今
に
至
っ
て
侮
れ
も
一
篇
内

面
化
を
企
て
エ
つ
エ
あ
る
。
　
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
氏
す
ら
會
心
の
研
究
以
後
は
統

計
的
調
査
を
試
み
ず
、
　
氏
の
宗
敏
感
情
の
論
の
如
き
は
登
く
内
省
的
で
あ
る

況
ん
や
大
骸
ス
氏
の
面
懸
を
追
は
れ
た
と
思
は
る
」
、
飯
沼
謀
士
も
年
歯
農

事
統
計
的
結
果
の
縦
植
を
限
定
し
、
危
虞
せ
ら
れ
て
居
る
の
を
見
る
と
、
　
こ

れ
は
確
か
に
宗
敏
経
瞼
の
研
究
に
於
け
る
膚
叙
傳
魏
的
統
計
的
方
南
の
不
充

分
な
る
を
管
人
に
知
ら
し
む
る
竜
の
で
あ
る
。

　
然
れ
ど
も
ゼ
青
ム
ス
、
　
ホ
喜
ル
從
っ
て
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
氏
等
の
研
究
法
を

以
て
不
充
分
な
り
と
し
、
　
自
ら
藁
費
の
宗
敏
心
理
學
研
究
法
を
樹
立
せ
り
と

云
ふ
、
　
ヴ
ン
ト
教
授
の
畏
族
心
理
學
的
研
究
法
も
余
は
其
純
三
重
的
と
弐
ふ

黙
に
即
し
て
幾
多
の
疑
問
が
あ
る
、
　
乍
併
其
究
党
煩
値
は
今
論
す
べ
き
揚
合

で
な
い
か
ら
、
大
競
に
満
て
承
認
す
る
と
し
て
も
、
其
交
出
置
的
根
樋
は
果

し
て
民
族
心
理
學
の
要
求
に
慮
ず
る
如
く
完
成
せ
ら
れ
て
居
る
で
あ
ら
う
か

を
疑
ふ
者
で
あ
る
。
　
飯
沼
學
士
の
統
計
的
方
法
も
此
根
概
の
充
分
に
信
頼
す

る
に
足
る
も
の
を
三
見
し
な
か
．
つ
た
が
故
に
特
に
現
代
を
其
調
査
の
範
圃
と

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
茸
ふ
こ
と
で
あ
る
、
而
し
て
氏
が
余
の
蕉
稿
が
超
時

慮
的
な
呑
を
難
ぜ
ら
れ
た
の
は
全
然
ヴ
ン
ト
教
授
の
雷
族
心
理
學
の
稽
皮
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟
二
六

的
な
る
総
数
者
の
口
吻
で
あ
る
様
に
思
は
れ
る
。
　
乍
併
余
は
此
揚
合
既
叙
の

考
に
依
っ
て
飯
沼
學
士
の
研
究
範
園
と
し
て
撰
ま
れ
た
現
代
な
る
も
の
、
所

謂
時
代
背
景
な
る
も
の
工
僧
眠
値
を
重
ん
じ
な
い
者
で
あ
る
。
　
一
盟
現
代
に
封

ず
る
丈
化
史
的
研
究
砦
く
は
「
現
代
丈
化
」
の
概
念
は
一
見
甚
だ
朋
瞭
た
る
が

如
く
で
あ
る
け
れ
ど
も
實
は
極
め
て
容
易
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
。

否
切
言
す
れ
ば
　
「
現
代
文
化
」
又
は
「
現
代
」
と
云
ふ
語
は
斉
入
罷
々
の
考

に
從
ふ
に
止
ま
り
學
的
に
は
何
等
の
確
實
性
を
有
し
て
居
ら
な
い
も
の
と
信

ず
る
。
（
今
夕
に
浮
動
し
つ
製
あ
る
で
は
な
い
か
）
。
此
蹴
で
は
既
に
過
査
の
も

の
と
せ
ら
れ
一
定
の
時
を
隔
て
容
槻
的
に
種
々
討
究
を
纏
た
る
過
山
調
の
幾
世

代
の
丈
化
が
却
っ
て
鰻
的
確
賢
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
從
て
是
を
根

概
と
ず
る
過
去
の
丈
化
褒
展
の
階
段
を
假
嬉
し
、
　
跳
ハ
標
準
に
依
っ
て
宗
教
意

識
の
獲
蓮
を
見
る
の
が
比
多
湿
安
全
な
企
で
あ
る
と
患
ふ
。
然
れ
ば
飯
沼
學

士
の
企
園
は
乱
し
そ
ボ
過
去
の
宗
籔
惣
識
獲
展
と
封
望
す
る
な
く
ん
ば
到
底

通
俗
的
に
止
ま
る
を
免
か
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
余
は
一
歩
を
遜
め
て
畏
族
心
理
的
研
究
の
背
景
と
し
て
の
歴
史
的
箏

實
若
く
は
丈
化
階
段
の
性
質
と
聖
画
に
つ
き
て
＝
冒
し
た
い
。
　
ヴ
ン
ト
教
授

も
云
は
れ
た
如
く
此
際
の
歴
史
酌
墨
筆
は
敢
て
散
漫
概
略
と
云
ふ
意
味
で
は

な
い
け
れ
ど
も
樫
め
て
概
括
的
の
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
を
時
間
の
一

颪
に
つ
き
て
見
て
竜
歴
史
的
階
段
の
擁
翻
劃
に
凡
て
は
数
十
年
乃
至
撒
百
年
は

世
代
の
上
に
一
大
愛
蓬
を
標
識
せ
し
む
る
も
の
と
せ
ら
る
エ
け
れ
ど
も
、
斑

族
心
理
學
に
敦
ふ
と
こ
ろ
の
人
悶
思
想
焚
蓬
の
階
段
と
蒙
ふ
の
は
、
こ
れ
に

比
す
れ
ば
甚
だ
大
略
的
で
あ
る
。
　
一
例
を
操
っ
て
見
れ
ば
彼
原
始
。
ト
ー
テ

ム
英
雄
賭
憩
。
等
の
時
代
と
云
ふ
が
如
き
、
そ
が
確
か
に
歴
更
的
臨
賢
を
根
概

と
す
る
に
絢
は
ら
ず
其
時
問
的
意
義
は
警
め
て
概
括
的
の
も
の
で
あ
る
。
独



　
　
鼠
た
る
史
家
は
ヴ
ン
ト
教
授
の
此
分
段
を
大
婚
な
る
企
と
な
す
で
あ
ろ
う
。

　
　
然
も
其
駁
撃
は
當
ら
な
い
。
侮
と
な
れ
は
其
研
究
費
象
の
性
質
上
か
＼
る
一

　
　
般
的
概
括
的
優
分
に
止
ま
る
こ
と
を
供
義
な
く
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら
で
あ

　
　
る
。
特
に
宗
敏
意
識
の
獲
建
に
於
て
凝
り
と
す
る
、
宗
教
上
に
於
け
る
偉
人
の

　
　
影
纏
を
考
へ
て
見
遺
、
興
亡
値
は
殆
ん
ど
時
聞
を
超
越
す
る
か
の
如
く
で
あ

　
　
る
。
繹
職
、
基
督
、
孔
子
、
其
何
れ
か
然
ら
ざ
る
。
其
教
説
は
今
日
禽
活
費
し
て
．

　
　
居
る
。
現
代
の
人
心
を
無
煙
に
支
配
し
つ
』
あ
る
。
「
過
去
」
の
意
識
は
勿
論

　
　
あ
る
と
し
て
亀
、
　
そ
は
宗
組
の
後
代
入
に
及
ぼ
す
影
灘
一
の
一
部
分
を
も
黙
せ
・

　
　
ぬ
の
で
あ
る
。
　
か
く
の
如
く
今
目
生
け
る
基
督
、
生
け
る
繹
迦
、
あ
る
と
せ

　
　
ば
其
教
説
は
漏
る
鳶
腺
に
調
て
超
時
間
的
と
云
は
ね
は
な
ら
ん
。
余
が
此
言

　
　
は
大
い
に
誇
張
を
も
含
ん
で
居
る
が
事
實
で
あ
る
。
若
し
人
こ
れ
を
許
す
と

　
　
す
れ
は
余
は
更
に
…
進
ん
で
、
恩
赦
に
宗
教
的
信
仰
は
超
時
間
的
（
超
時
腱
的
と

　
　
弐
ふ
も
可
な
ら
ん
）
　
で
あ
る
か
。
思
ふ
に
其
頭
大
な
る
理
由
の
一
は
人
類
が

　
　
生
物
と
し
て
の
遮
化
は
下
見
に
蓬
々
た
る
も
の
で
あ
っ
て
人
聞
の
燐
謂
歴
史

　
　
的
時
間
の
尺
度
を
律
す
る
に
は
余
ま
り
に
悠
久
に
過
ぐ
る
こ
と
エ
、
其
二
は

　
　
全
人
顛
は
生
物
の
、
一
種
と
し
て
之
を
見
る
と
き
は
其
外
面
的
差
異
あ
る
に
拘

　
　
は
ら
す
、
艶
陽
制
、
習
牲
の
何
れ
の
方
面
に
於
て
も
大
部
分
は
殆
ん
と
共
通

　
　
な
る
性
質
を
有
す
る
も
の
で
・
あ
る
か
ら
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
比
較
憩
話
學
の

　
　
轟
賢
に
依
れ
ば
特
定
の
紳
話
内
容
は
世
界
各
地
に
於
て
侮
等
流
傳
の
痕
跡
な

　
　
く
、
全
く
猫
獲
的
に
磁
じ
て
、
然
も
驚
く
ば
か
り
一
致
し
て
居
る
。
是
等
の

　
　
偶
合
的
類
同
性
の
饗
素
は
枚
暴
に
暇
な
き
程
存
吊
し
て
居
る
。

　
　
　
験
し
上
の
如
ぐ
思
惟
し
來
れ
は
民
族
的
研
究
の
歴
史
的
摂
祇
な
る
も
の
は

65

C
懸
史
的
に
織
め
て
差
油
的
の
も
陰
、
あ
っ
て
心
懸
値
二
塁
及
び
留
年
の

6
　
家
数
意
識
の
獲
達
と
癬
封
彪
し
て
一
種
の
獲
麟
直
播
糊
の
企
岡
に
止
ま
る
と

　
　
　
　
　
　
，
　
新
著
紹
介

云
は
ね
は
な
ら
ん
。
脚
而
し
て
少
生
的
概
親
の
安
鎮
に
止
ま
る
と
云
は
ね
ば
な

ら
ん
。
深
し
て
其
事
糊
的
な
る
黙
に
得
て
は
現
代
の
晃
蹟
、
膏
年
又
は
成
人

の
宗
教
意
識
に
っ
き
て
統
計
的
に
調
査
す
る
の
と
大
し
た
相
違
は
な
い
の
で

究
党
は
一
宇
突
込
ん
だ
人
問
の
宗
教
意
識
一
般
の
考
祭
に
便
盆
す
べ
き
も
の

で
あ
る
と
患
ふ
。
而
し
て
既
人
間
宗
教
意
識
｝
般
の
研
究
は
純
羅
験
心
理
學

的
と
今
μ
は
認
識
論
的
に
企
て
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
　
其
何
れ
の
方
針

を
進
む
に
し
て
も
深
き
内
的
落
研
を
通
じ
て
然
も
純
学
的
に
綴
織
さ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
と
患
ふ
。
　
か
く
の
如
く
な
れ
は
宗
教
學
な
る
も
の
と
宗
教
心
理

學
な
る
も
の
は
極
め
て
近
き
關
係
を
有
す
る
こ
と
エ
成
っ
て
，
其
分
域
は
僅

か
に
田
獲
黙
と
學
問
的
分
業
の
上
の
み
に
限
ら
れ
る
程
の
も
の
と
な
る
こ
と

か
と
思
ふ
。
尤
竜
如
斯
…
こ
と
は
「
宗
教
心
理
趣
の
意
義
及
職
分
」
と
云
ふ
一

個
の
考
察
薄
日
を
形
成
す
る
か
ら
細
論
を
避
け
て
羅
く
。

　
上
來
飯
沼
學
士
の
研
究
態
度
を
機
繰
と
し
て
疑
及
び
從
來
の
學
者
κ
劃
す

る
余
の
態
礎
を
蓮
ぺ
併
¢
て
藩
｝
†
の
感
想
を
叙
し
た
。
豊
飯
沼
學
士
が
屡
々

余
に
開
醗
せ
ら
れ
た
同
量
の
誼
に
酬
ゆ
る
の
意
に
外
な
ら
ん
の
で
あ
る
。
　
以

下
少
し
く
本
霧
の
内
容
に
就
き
て
概
癒
し
て
見
た
い
と
思
ふ
。

　
証
書
の
内
容
は
こ
部
に
分
た
れ
て
居
る
。
　
第
一
篇
は
入
信
の
縄
路
を
槻
察

し
こ
れ
が
類
型
を
麗
分
し
、
こ
れ
と
職
業
、
地
位
、
宗
旨
、
性
等
と
の
關
係
を

見
、
次
に
入
信
の
動
櫻
、
年
齢
を
日
汕
、
信
…
仰
様
活
の
氣
賀
及
健
康
に
及
ぼ
す
影

響
等
を
考
幸
し
、
最
後
に
其
大
臣
の
結
果
を
概
繕
し
て
あ
る
。
第
二
篇
は
現

代
中
流
の
知
識
階
級
が
來
世
…
槻
若
く
は
掻
掘
蜘
酬
を
自
叙
法
、
　
回
問
法
、
等
に

よ
り
て
槻
済
し
た
結
果
を
趣
べ
た
も
の
で
、
　
こ
れ
に
依
て
現
代
の
棋
範
的
階

級
の
人
々
が
い
か
な
る
信
仰
を
特
っ
て
居
る
か
と
云
ふ
都
の
】
端
を
知
る
に

便
な
ら
し
め
て
屠
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
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哲
　
學
　
研
　
究
　
　
第
二
十
六
號

　
全
醗
に
其
槻
察
は
精
繰
、
　
叙
述
は
多
趣
で
あ
る
、
鴛
其
問
芳
烈
な
る
信
仰

の
…
囚
賦
す
る
あ
り
以
て
著
者
が
明
晰
た
る
知
性
と
典
に
至
純
な
る
信
仰
惹
包

申
せ
る
人
た
る
を
詮
し
て
余
り
あ
る
も
の
で
あ
ろ
。
　
留
書
が
興
ふ
る
と
こ
ろ

の
効
果
は
著
麿
か
屡
々
明
言
せ
ら
れ
た
如
く
狭
義
な
る
も
の
た
る
に
も
せ

よ
、
徒
ら
に
論
議
に
の
み
專
ら
に
し
て
着
實
な
る
琳
實
の
．
研
究
に
乏
し
き
我

國
分
此
四
界
に
寄
讃
す
る
こ
と
か
難
く
な
い
と
信
ず
る
。
切
に
江
湖
の
一
拝

を
望
む
。
東
京
上
駒
込
、
心
理
學
研
究
會
田
版
部
、
定
綴
八
拾
鈍
（
石
聯
購
読
）

　
　
　
　
一
1
■
～
ぞ
ノ
》
r
…
一

寄
贈
書
籍
雑
誌

大
譲
経
要
義

甦
禽
問
題
と
数
育
問
題

本
多
ロ
生
著

蹄
一
協
倉
編

博
女
鍍

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
天

　
佛
像
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
玄
妙
著
　
　
　
丙
午
尉
版
融

　
哲
理
と
人
溜
　
　
　
　
　
、
．
　
　
　
帆
足
理
一
郎
藩
　
　
洛
陽
堂

哲
學
難
誌
、
　
恩
賜
、
丁
酉
倫
理
講
演
集
、
心
理
研
究
、
宗
敏
研
究
、
入
棒
、

六
合
雑
誌
、
東
洋
哲
學
、
東
亜
田
光
、
早
稻
田
文
學
、
學
校
敏
育
、
内
外
教

育
響
論
、
　
讐
麺
教
育
、
敏
育
研
究
、
敏
育
學
衛
界
、
数
下
界
、
毅
育
時
論
、

東
京
敏
育
、
　
京
都
教
育
時
報
、
兵
庫
教
育
、
静
岡
縣
敏
育
、
滋
賀
縣
敏
育
曾

難
詑
、
　
岐
阜
縣
教
育
、
愛
知
歌
調
難
誌
、
長
崎
四
坐
育
難
誌
、
都
市
敏
育

信
濃
教
育
、
佐
賀
縣
敏
育
、
藝
備
教
育
、
宮
城
毅
育
．
愛
媛
教
育
、
山
形
縣

教
育
、
密
宗
學
報

　
　
～
前號蒸

本
邦
に
於
け
る
租
先
崇
拝
の
形
式
及
意
義
の
憂
選
：
：
：
：
照
降
士

ス
ト
ゥ
ム
プ
の
情
畳
訟
・
：
：
・
：
・
：
・
：
：
・
：
：
：
：
：
：
文
學
士

象
徴
と
無
念
…
：
：
：
…
：
…
…
・
…
：
…
：
∴
…
故
丈
學
士

．
ロ
ッ
ツ
エ
妥
當
設
の
由
來
（
承
前
）
：
・
：
：
：
：
・
・
：
・
：
・
：
丈
學
士

ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
1
の
砒
會
學
読
の
創
始
的
野
値
（
完
結
）
：
・
：

彙
　
報

◎

春野
　
上

岡
　
本

錦
　
　
田

作
　
樹

俊
　
　
夫

春
　
　
彦

義
　
富

：
：
米
田
庄
太
郎
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